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関西弁特有の「ちゃん／さん」が付く言葉から探る関西人の人柄 

 

国語班：竹原 紬、家元 愛莉、大形 琴音 

 

１．はじめに 
関西弁を研究するにあたり、関西弁特有の「ちゃん／さん」をつける「あめちゃん」や「お

いなりさん」などの言葉は大きく二つに分類できるという記事を読んだ。しかし、その分け方

が抽象的だと感じたため、「ちゃん／さん」を付ける言葉を共通点から新たに分類した。そこか

ら考えられる関西人の人柄の特徴を文献調査等から裏付けたが、高年層にはあてはまるのに対

し若年層にはあてはまらないのではないかと考え、年齢層が高くなるにつれその特徴がより強

く現れるという仮説を立てた。そこで、10代から 70代の関西人にアンケートを行い、年代によ

る結果の違いを調査した。 

 

２．調査方法 
「ちゃん/さん」がつく言葉を探し、神仏に関するもの・食べ物に関するもの・挨拶に関する

ものの三つに分類した。 

≪文献調査≫ 

関西弁や関西の歴史などに関する書籍や記事を読み、関西人の人柄の特徴について仮説

を立てた。 

≪アンケート調査≫ 

10代～70代の約 250人にアンケートを行い、≪文献調査≫で立てた仮説を検証した。ま

た、世代ごとに結果の違いがみられるか調べた。 

 

３．結果 
≪文献調査≫ 

 仮説①関西人は神仏に対して敬意と親しみを持っている。 

 仮説②関西人は食べ物に愛着を持っている。 

 仮説③関西人は相手との距離が近い。 

≪アンケート調査≫ 

（１）「仏」「仏さん」「仏様」の三つを、『最も敬意を払っていると感じるもの』『二番目に敬意

を感じるもの』『三番目に敬意を感じるもの』の順に並べ替えてください。 

 

『最も敬意を感じる』 



（２）（１）の三つを、『最も親しみを感じるもの』『二番目に親しみを感じるもの』『三番目に

親しみを感じるもの』の順に並べ替えてください。 

（３）『お疲れ』『お疲れさん』『お疲れ様』の三つを、相手との距離が近いと感じる順に並べて

ください。 

この質問は、状況によって回答が変化するという意見が多くあった。 

 

（４）「あめちゃん」「お豆さん」と、「あめ」「豆」では、どのような印象の違いを感じますか。 

「あめちゃん」「お豆さん」に対する記述の中に多く含まれた単語 

「可愛い」22名、「やさしい」16名、「柔らかい」14名、「親しみ」40名（回答者 188名中） 

 

４．考察 
仮説①に関して、「仏さん」ことから関西人は神仏に対して敬意を払いつつ親しみを多く持ち

合わせているといえる。 

仮説②に関して、「かわいい」「親しみ」など、「あめちゃん」「お豆さん」に対して印象を抱

いていることから、関西人は食べ物に愛着を持っているといえる。 

仮説③に関しては、質問に不十分な点があり、仮説の検証ができなかった。正確な結果を出

すためには、設問内で立場や状況を明確にする必要があると考えられる。 

 

５．まとめ 
関西人がものに「ちゃん/さん」をつけるのは、「神仏に対して敬意と親しみを持っている」

「食べ物に愛着を持っている」という人柄の表れである。 

 
６．参考文献ならびに参考 Webページ 

・「上方の文化 上方ことばの今昔」  大阪女子大学国文学研究室 編 
・日本経済新聞 「お豆さん・天神さん．．．関西人はなぜ『さん』付けが好き？」                    
https://style.nikkei.com/article/DGXNASIH0900A_Q3A110C1AA2P00 

・大日本観光新聞 「関西人と関東人の違いで、お互い密かに憧れている特徴ランキング」 
 https://bjtp.tokyo/kanto-kansai-chigai/ 

 


